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（単位:千円）

（２）２７年度の取組と成果

事業別行政サービス成果表
１．事業名等

内

　

訳

事業費 6,723 6,822 △ 99

総 事 業 費 15,484 15,495 △ 11

事業名 児童館運営事業 決算書頁

一般財源 15,484 15,495

158

視点・政策 03　生きがい　・　06　育つ

児童福祉法に基づく児童厚生施設の小型児童館として、子育てを支援し、児童の健全育成を図る

事業コスト ２７年度 ２６年度 比較 財源 ２７年度 ２６年度 比較

３．コスト情報

施策 32　明るく楽しい子育てを支援します

所管部・室・課 市民生活部　総合センター 作成者 所長　田中　肇

２．事業の目的

職員人件費 8,761 8,673 88 地方債

国県支出金

△ 11

参考
職員数（人） 1 1 特定財源（その他）

公債費 特定財源（都市計画税）

再任用職員数（人）

幼児とその保護者を対象に親子のふれあいや保護者同士の交流を深める「たんぽぽくらぶ」や「ぱんだくらぶ」､

「１さいのひろば～ONEだーらんど～」、親子で自由に好きな遊びを見つけて遊ぶ「親子で遊ぼうDAY」などを実

施した。

学童を対象に、平日には工作教室、七夕飾りづくり、クリスマスリースづくりなどを、夏休みには木工クラフト

教室、科学実験教室、子どもダンススタジオなどを実施した。

　また、遊戯室や体育室の開放を行い、幼児とその保護者、学童の仲間づくりのための場を提供した。

　○１さいのひろば～ONEだーらんど～（対象：１歳の幼児とその保護者）

　　月１回（全１２回）実施　述べ参加人数　４６９人

　○たんぽぽくらぶ（対象：２歳児とその保護者）

　　６月～２月　４クラス　水・金曜日の午前１０時～１１時

　　登録５２組　１クラス当たり１４回実施　延べ参加人数　１，２７５人

　○ぱんだくらぶ（対象：３歳児とその保護者）

　　４月～３月　１クラス　月曜日（月２～３回）の午前１０時～１１時３０分

　　登録２５組　全２８回実施　延べ参加人数　１，４６８人

　○親子で遊ぼうDAY（対象：１歳～３歳の幼児とその保護者）

　　定員３５組　全２４回実施　延べ参加人数　１，３９９人

　　※平成２６年度よりNPO法人育ちあいサポートブーケと共に協働事業として実施

<細事業１> 児童館運営事業

市民等からの意見 団体等との共催・連携（１）参画と協働の主な手法（実績）

４．事業目的達成のための手段と成果

細事業事業費（千円） 6,723
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５．担当部長による自己評価及び今後の方向性等

　

自己評価（達成度）

２７年度の事業の達成状況

想定以上の成果を達成できた。 　平成２７年度の利用者数は２年ぶりに２万人を超えた。

幼児教室や学童教室、遊び場開放などを通して、児童の健

全育成を図るとともに、親子のふれあいや保護者同士の交流

を深めることができた。

特にONEだーらんどについては、市民ニーズを考慮し、そ

れまでの隔月から毎月実施へと拡充し、参加者数は対前年度

４８％増の４６９人となった。
※「自己評価（達成度）」は、数値や具体的な行政サービスの向上、建設
事業等の進捗状況を踏まえ、各種計画や予算で想定していた成果に対する
達成度合いで評価しています。

課題と改善について ２８年度以降における具体的な方向性について

小学生対象の体育室での遊び場開放については、

参加者が多く、体育室だけでは思うように遊べない

日も出てきている。また、定員を設けた教室の大半

は、応募者多数のため抽選で参加者を決めている。

施設の収容人数や教室の開催回数等には限りがあ

るが、今後とも職員配置等に工夫を凝らしていく。

引き続き、幼児教室や学童教室、遊び場開放などを実施

し、児童の健全育成を図るとともに、親子のふれあいや保護

者同士の交流を深めるための支援を行っていく。

また、常に市民ニーズを把握し、教室等のスクラップアン

ドビルドを行っていく。

※「課題と改善」は、「妥当性」、「効率性」、「有効性」及び「参画と
協働」の視点を全て考慮したうえで、事業の質や効率性を高める方向で記
述しています。

おおむね達成できた。

少し達成できた。

現状のままに留まった。

　

　

　

親子で遊ぼうＤＡＹ  たんぽぽくらぶ  ぱんだくらぶ  

みんなで将棋！  子どもダンススタジオ  クリスマスリースづくり  

○児童館事業参加者数 
（単位：人）

項　　目 H23 H24 H25 H26 H27

たんぽぽくらぶ・ぱんだくらぶ 2,571 2,459 3,150 2,981 2,743

親子で遊ぼうDAY 1,269 1,244 1,027 1,365 1,399

ONEだーらんど ― ― ― 316 469

幼児教室（上記以外） 1,175 583 1,460 1,130 1,090

学童教室 665 727 695 565 654

あそび場開放 5,166 13,625 15,533 13,364 16,161

児童館利用者数 10,846 18,638 21,865 19,721 22,516

※ONEだーらんどは平成２６年度より実施。
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（単位:千円）

（２）２７年度の取組と成果

（２）２７年度の取組と成果

（２）２７年度の取組と成果

<細事業１> 子育て家庭ショートステイ事業

（１）参画と協働の主な手法（実績）

４．事業目的達成のための手段と成果

細事業事業費（千円） 578

参考
職員数（人） 3 3 特定財源（その他） 1,064 714

公債費 特定財源（都市計画税）

350

再任用職員数（人）

3,504

△ 3,443

職員人件費 26,283 26,019 264 地方債

国県支出金 20,572 24,015

２７年度 ２６年度 比較 財源 ２７年度 ２６年度 比較

３．コスト情報

施策 32　明るく楽しい子育てを支援します

所管部・室・課 こども未来部　子育て・家庭支援課 作成者 課長　増田　善則

２．事業の目的

事業別行政サービス成果表
１．事業名等

内

　

訳

事業費 66,509 66,362 147

総 事 業 費 92,792 92,381 411

事業名 子育て支援事業 決算書頁

一般財源 71,156 67,652

174

視点・政策 03　生きがい　・　06　育つ

児童福祉の向上と児童の健全な育成を図る

事業コスト

<細事業２> 児童福祉施設入所委託事業

（１）参画と協働の主な手法（実績）

<細事業３> 久代児童センター運営事業

細事業事業費（千円） 6,445

細事業事業費（千円） 14,709

（１）参画と協働の主な手法（実績） 団体等との共催・連携

子育て家庭ショートステイ利用世帯数等 （単位：世帯、日）

25年度 26年度 27年度

利用世帯数 3 8 6

延利用日数 19 190 73

母子生活支援施設入所世帯数等       （単位:世帯、月）

25年度 26年度 27年度

入所世帯数 1 3 2

延入所月数 12 22 18

助産施設入所者数 （単位:人）

25年度 26年度 27年度

入所者数 11 1 1

久代児童センター利用者数 （単位：人）

25年度 26年度 27年度

延利用者数 18,419 18,520 15,941
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（２）２７年度の取組と成果

（２）２７年度の取組と成果

（２）２７年度の取組と成果

５．担当部長による自己評価及び今後の方向性等

　

細事業事業費（千円）

課題と改善について ２８年度以降における具体的な方向性について

・今後も家庭児童相談の件数の増加、相談内容の複

雑化・深刻化・長期化が予想されるため、定期的な

連携会議を開催するなど、関係機関と情報共有を行

いながら一層連携を図る必要がある。

・家庭児童相談内容は年々複雑化・深刻化・長期化してお

り、総合的な支援が求められることから、関係機関とより一

層連携を図りながら対応していく。

・既存のプレイのルームの充実、また、出張プレイルームの

実施を通して、今後も子育て相談の場、子育て世帯の交流の

場の提供に努める。

・子育て世代包括支援センターの設立に向けた庁内連絡会議

を開催する。
※「課題と改善」は、「妥当性」、「効率性」、「有効性」及び「参画と
協働」の視点を全て考慮したうえで、事業の質や効率性を高める方向で記
述しています。

おおむね達成できた。

少し達成できた。

現状のままに留まった。

細事業事業費（千円） 23,099

細事業事業費（千円）

２７年度の事業の達成状況

想定以上の成果を達成できた。 ・家庭児童相談事業では、相談件数が年々増加し、相談内容

も複雑化している。内容に応じて、一時的に子どもを施設に

て預かるショ－トステイの利用、母子の生活や子育てを支援

する母子生活支援施設入所などの対応を行った。

・26年度に開設したアステ市民プラザ子育て支援ルームの影

響で、プレイルームの利用者数は大幅に増加した。
※「自己評価（達成度）」は、数値や具体的な行政サービスの向上、建設
事業等の進捗状況を踏まえ、各種計画や予算で想定していた成果に対する
達成度合いで評価しています。

<細事業４> 家庭児童相談事業

（１）参画と協働の主な手法（実績）

子育て支援事業

（１）参画と協働の主な手法（実績） 団体等との共催・連携

<細事業６> ファミリーサポートセンター運営事業

（１）参画と協働の主な手法（実績） 団体等への委託

7,888

自己評価（達成度）

13,790

<細事業５>

家庭児童相談件数 （単位:件）

25年度 26年度 27年度

延相談件数 4,743 5,151 5,699

プレイルームでの相談件数 （単位:件）

25年度 26年度 27年度

相談件数 1,161 1,674 1,935

プレイルームの延来所者数 （単位:人）

場所

牧の台子育て学習センター

総合センター

男女共同参画センター

出張プレイルーム

合　　　計

1,596 553

1,4381,416 2,193

32,81920,090 28,343

アステ子育て支援ルーム 11,785 18,519ー

27年度25年度 26年度

5,8526,113 5,646

7,01010,965 8,166

ー

会員数 （単位：人）

年度末会員数

　 うち依頼会員数

　 うち協力会員数

　 うち両方会員数 170150 161

601557 582

203195 196

27年度25年度 26年度

974902 939

活動件数 （単位：件数）

25年度 26年度 27年度

保育施設の保育開始前や保育終了後の子どもの預かり 295 289 416

留守家庭児童育成クラブ終了後の子どもの預かり 247 549 577

学校の放課後の子どもの預かり 35 2 17

子どもの習い事等の場合の援助 552 352 446

その他　(育成クラブの迎え　他） 1,243 1,425 1,189

合　　計 2,372 2,617 2,645
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（単位:千円）

（２）２７年度の取組と成果

　母子並びに乳児及び幼児の健康の保持増進、健全な発達や子育て支援を図るため、健康相談、健康診査、保健指

導などを実施した。

①母子健康手帳の交付

②妊婦健康診査費の助成事業

　＊一部地方創生先行事業交付金対象　重要業績評価指標：妊婦健康診査対象者数　実績1,182人 (目標 1,180人)

③未熟児養育医療の給付

④妊産婦及び未熟児・新生児、乳幼児の訪問指導

⑤母親学級、両親学級、育児学級などの教室

⑥乳幼児健康診査：４か月児健康診査、１０か月児健康診査、１歳６か月児健康診査、３歳児健康診査

⑦その他、電話、面接などによる健康相談など

<細事業１> 母子保健推進事業

市民等からの意見 団体等への委託（１）参画と協働の主な手法（実績）

４．事業目的達成のための手段と成果

細事業事業費（千円） 111,822

9,464

参考
職員数（人） 8 8 特定財源（その他） 778

公債費 特定財源（都市計画税）

△ 778

再任用職員数（人）

△ 1,150

職員人件費 70,088 69,384 704 地方債

国県支出金 3,789 4,939

２７年度 ２６年度 比較 財源 ２７年度 ２６年度 比較

３．コスト情報

施策 32　明るく楽しい子育てを支援します

所管部・室・課 健康福祉部　健幸政策室 作成者 主幹　松本　純子

２．事業の目的

事業別行政サービス成果表
１．事業名等

内

　

訳

事業費 111,822 104,990 6,832

総 事 業 費 181,910 174,374 7,536

事業名 母子保健推進事業 決算書頁

一般財源 178,121 168,657

190

視点・政策 03　生きがい　・　06　育つ

母性、乳幼児の健康の保持及び推進を図るため、母子に健康診査等を行い、母子保健の向上に寄与する

事業コスト

１０か月児健診の計測の様子 

回数

参加人数

回数

参加組数

回数

参加人数

回数

※１ 参加人数

単位

回

145

69 回

回

人

人

407 460 441

8 8 8

144

239 326 412 人

回

組

83 82

865 806 645 人

25年度

各
種
講
座
・
教
室
等
実
施

状
況

母親学級 36 36 36

すくすく乳幼児相談 12 12 12

141

26年度 27年度

母子健康手帳交付 1,164 1,189 1,100

赤ちゃん交流会

両親学級
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５．担当部長による自己評価及び今後の方向性等

　

※２　人数については、助産師会への委託分も含む

※１　母子保健法の改正により、２５年度から実施

※３　助成者数は、新たに妊婦健診助成事業の対象となった人数。助成額は、２７年４月より上限を70,000円から

　　　 80,000円に拡充。

自己評価（達成度）

２７年度の事業の達成状況

想定以上の成果を達成できた。 妊婦健康診査費については助成額を増額し、早期から適切

に積極的な健診受診を勧奨した。

母子健康手帳交付時の保健師の面接により、妊娠期から関

係機関との連携を図り、支援の充実に取り組んだ。

潜在的に支援の必要性がある乳幼児健診の未受診児や他機

関と連携が必要なケースも増えており、連携を強化し支援の

充実を図った。
※「自己評価（達成度）」は、数値や具体的な行政サービスの向上、建設
事業等の進捗状況を踏まえ、各種計画や予算で想定していた成果に対する
達成度合いで評価しています。

課題と改善について ２８年度以降における具体的な方向性について

３歳児健康診査以降、就学までに健診がないた

め、母子保健から相談や支援につながりにくい現状

がある。このため、3歳児健診以降の支援の充実と母

子保健から教育部門への連携の充実が必要である。

３歳児健診後の切れ目ない支援のために5歳児発達相談の

実施に向けて関係機関と連携し検討を進める。

また、不育症治療支援事業を開始し、経済的負担の軽減を

図り不妊症治療の早期受診・早期治療を促進する。

社会環境の変化に伴い、相談内容も複雑・多様化してお

り、他機関等との連携が必要なケースが増加している。今後

においても、関係機関との連携を強化しながら、きめ細かな

支援の充実に努める。
※「課題と改善」は、「妥当性」、「効率性」、「有効性」及び「参画と
協働」の視点を全て考慮したうえで、事業の質や効率性を高める方向で記
述しています。

おおむね達成できた。

少し達成できた。

現状のままに留まった。

１０か月児健診での手遊びの紹介の様子 

○乳幼児健康診査の未受診児に対して

は、訪問をし、状況把握を行っている。 

○少子化の中で、育てにくさを感じる

親への支援の訪問が増加してきている。 

4か月児 受診者

受診率

10か月児 受診者

受診率

1歳6か月児 受診者

受診率

3歳児 受診者

受診率

妊婦訪問

産婦訪問

新生児訪問　　※２

未熟児訪問　　※１

乳幼児訪問

養育医療券発行実人数※１

69 48 人

人

580

59 62 43

565 571 人

38

81

乳
幼
児
健
康
診
査
実
施
状
況

1,117

26年度 27年度

97.1 96.9

1,147 1,110 1,114

96.0 96.0 97.2

1,159

1,102 1,068

1,248

94.3

1,278 1,199

25年度

95.7 ％

人

％

1,162 1,137 人

95.6 95.6 96.7 ％

養育
医療

29 18 人

養育医療費支出延人数※１

265 266 240 人

妊婦健診
実施状況

妊婦健診助成者数　※３ 1,217 1,248 1,182 人

訪
問
指
導
実
施

状
況

49 49 44 人

535 562 519 人

人

96.6 94.9 ％

単位

人
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